
第25回会津若松市環境大賞受賞者（令和８年度）

受賞名 区分 個人／団体／
事業所名 功　　績　　内　　容

環
境
大
賞

団体
ＮＰＯ法人

くるりんこ

＜活動内容＞
◆資源物回収拠点【リサイクルBOX】の開設
◆缶、ペットボトル、ダンボール、新聞や陶磁器の回収
◆有人店舗で、市民の方々のリサイクルに関する疑問への
回答
◆生ごみ排出量抑制策の【キエーロ】の製造や販売

＜選考結果＞
リサイクルBOXを新設し、市民のゴミ分別の意識を高めて
いる点や「キエーロ」の製造で生ごみ排出量抑制を行って
いる点など、総合的にごみ減量に取り組んでいる活動が評
価できる。
地域通貨の会津コインの積極的利用が今後の地域づくりの
発展に繋がると大いに期待したい。

環
境
賞

個人 佐藤　信一

＜活動内容＞
◆月に2回、町北町地区の不法投棄パトロール活動
◆ポイ捨ての回収・処理

＜選考結果＞
10年以上にわたり、不法投棄監視員としてポイ捨て回収等
の環境美化活動に取り組んできた点が評価できる。今後周
囲への呼びかけ等で活動が更に広がっていくことを期待す
る。

環
境
賞

団体 行仁地区環境美化
推進協議会

＜活動内容＞
◆毎年「秋の環境美化清掃運動」へ行仁地区住民150名 
　以上で参加
◆地域の環境保全活動、美化活動

＜選考結果＞
プランターに「ごみへらすべぇ」をプリントする等のロゴ
マークの活用をし、住民の関心を高める活動をしている点
が模範・波及性の点において高く評価できる。
また、会員同士で知恵を出し合い行動している姿勢も評価
の対象である。

環
境
賞

団体 城北地区馬場新道
町内会

＜活動内容＞
◆毎年4月～10月までの第１日曜日に大町中央公園の清掃 
　活動

＜選考結果＞
長年にわたり公園の清掃活動をし、きれいな環境を維持し
ている点が高く評価できる。
また、町内会員が継続して活動されていて協働性において
も優れている。

環
境
賞

団体 高瀬新田町内会

＜活動内容＞
◆毎年 6月から 8月末まで、地区内4か所の花壇の花の
　育成管理
◆花々の水やりや追肥、草むしり等の活動

＜選考結果＞
花の育成を通して地域の人々との繋がりを作るという理念
を実施し、清潔できれいな住みよい町づくりに貢献してい
る点が高く評価できる。
花を植える活動のみでなく、水やりや追肥、草むしり等の
管理をされている点が環境保全活動の模範である。



受賞名 区分 個人／団体／
事業所名 功　　績　　内　　容

環
境
賞

団体 会津若松市立
一箕中学校

＜活動内容＞
◆生徒主体の学区内のごみ拾い
◆地域貢献

＜選考結果＞
生徒が主体となってボランティア活動を実施し、地域の
人々の環境美化への意識の高まりに良い影響を与えている
点が評価できる。
協働性という点においても評価でき、他の模範となる活動
であることから、今後も活動の継続に期待したい。

環
境
賞

事業所 株式会社厨
（あゆむCafe）

＜活動内容＞
◆はかり売りランチビュッフェを実施し、食べ残しや食品
　ロスの削減活動
◆店内へのスマートごみ箱の設置やキッチンから出るごみ
　を毎日計量、記録する等のごみ減量の意識作り
◆インスタで「フードレスキュー」の告知をし、廃棄せず
　に食べてもらう工夫

＜選考結果＞
食品ロスは昔からある問題で取り組みにくい印象がありま
すが、はかり売りランチビュッフェという独創的な取り組
みと、店内で環境を意識できる点が高く評価できる。
また、お客様の食品ロスへの意識を高めることに貢献して
いて、波及性の点においても評価できる。

環
境
賞

事業所 北日本エネルギー
株式会社

＜活動内容＞
◆会津若松地域の飲食店・キッチンカー等から排出される
　廃食用油の回収体制の構築に参画
◆地域事業所と連携し、廃食用油の回収・集約
◆セルフステーション会津城北給油所に廃食油を回収する
　拠点を設置

＜選考結果＞
事業所間の連携により、廃食用油を燃料へと資源・循環さ
せる体制を構築し、実践している点が高く評価できる。こ
れからの継続的な活動に期待したい。

環
境
賞

事業所 有限会社ハジャイ

＜活動内容＞
◆会津若松地域の飲食店・キッチンカー等から排出される 
　廃食用油の回収体制の構築に参画
◆地域事業所と連携し、廃食用油の回収・集約
◆地域のキッチンカーや飲食店等の廃食用油排出者とこの
　取り組みを連携する役割

＜選考結果＞
飲食店やキッチンカー等と連携し、資源循環モデルを構築
している点が高く評価できる。また、持続可能な地域づく
りの一端を担っていて、未来に向けての活動であることか
ら波及性の点においても優れている。

環
境
賞

事業所 株式会社クレア
住宅設計工房

＜活動内容＞
◆省エネや熱中症対策のため、高遮熱材リフレクティック
　スを住宅に採用
◆自社モデルハウスの建築や環境フェスタへの出展等に
　より遮熱材の普及活動

＜選考結果＞
環境フェスタに出展するなど、活動への意欲が感じられ、
新しい環境技術を普及させる取り組みが高く評価できる。
省エネや地球温暖化を踏まえての活動であり、今後の広が
りに期待したい。


